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３，７２０１１２ 同和対策の推進

【２０１０年度の目標】
すべての人々が同和問題に対する正しい理解と認識を持ち、差別意識や偏見は一層の解

消に向かって進んでいます。また、教育や就労などの場においても、較差が一層解消され
ています。

項 目 基準年度の状況 年度実績 年度の目標 年度の目標1999 2001 2010

差別意識は、解 同和問題に対す 差別意識がいっ 結婚における差
へ向けて進んで る正しい理解と そう解消に向か 別意識が解消に

差別意識 いるものの、結 認識を深めるた うなど差別を許 向かっているな
婚問題を中心に め、各種施策を さない社会の実 ど差別を許さな
依然として存在 実施。 現に向かってい い社会が実現し
しています。 ます。 ています。

大学進学率など 学力進路保障総 較差が解消に向 較差が一層解消
教 育 で県全体との較 合推進事業で、 かっています。 しています。

差がみられます 地域・家庭の教。
育力の向上を図
る事業を展開。

若年齢層を中心 不安定な就労形 改善の方向に向 安定した就労の
に安定化する傾 態を解消するた かっています。 確保が一層図ら

就 労 向にありますが め、職業安定促 れています。、
依然として不安 進講習等の各種
定な労形態が多 施策を実施。
い状況にありま
す。

<これまでの取組>
同和問題の早期解決を目指して、三重県同和対策総合計画に基づき、対象地域の生活環境

の改善など物的な基盤整備に努めてきました。また、同和問題に対する理解と認識を深める
ため、人権センターやマスメディアを活用して啓発活動を行うとともに、市町村と連携して
地域に根ざした啓発活動を行ってきました。学校現場においては、同和教育基本方針の趣旨
について一層の周知を図るとともに、同和地区生徒の進学率較差の解消に向けた学力・進路
保障のための施策や同和問題についての正しい理解と認識を深める学習を推進してきまし
た。

<平成１３年度の取組>
平成 年度においては、平成 年度を最終年度としている三重県同和対策総合計画を、13 12

13 13国の対応(平成 年度の地対財特法の失効)に合わせるため 計画期間を１年延長して平成、
年度末までとし、差別意識、偏見の一層の解消や教育、就労などの場における較差の解消な
ど、残された課題の解決に努めます。

また、部落差別を解消するために、引き続き取組みが必要とされる課題については、これ
までの同和対策の成果を損なうことのないよう、平成 年度以降の人権施策への対応につ14
なげていきます。

<主な事業>

（ （ ） ）１ 千円隣保事業推進事業 420,554 190,412
【 ）隣保事業推進事業 〔生活部〕（ 】103

、地域に開かれたコミュニティセンターとして位置づけを図っていく市町村の隣保館に対し
その事業費等に対して助成を行います。

（ （ ） ）２ 千円差別を許さない社会啓発推進事業 125,534 96,503
【 ）差別を許さない社会啓発推進事業 〔生活部〕（ 】201

同和問題の解決に向け、テレビ・ラジオのマスメディアを使った啓発事業やわかりやすい
啓発冊子の作成等を行うとともに、市町村に対して啓発事業を委託します。



（ （ ） ）３ 千円仲間と共に生活を高める実践活動事業 12,549 12,549
【 ）学校同和教育事業 〔教育委員会〕（ 】301

、 、すべての児童生徒が 仲間とともに人権問題を解決しようとする意欲と実践力を養うため
県内７ブロックの小・中学校・高校等において、その取組みを行います。
① 夢・出会い・人権フォーラム２１の開催
② 地区別人権フェスティバルの開催 外

（ （ ） ）４ 千円学校同和教育リーダー養成事業 7,809 7,809
【 ）同和教育研修事業 〔教育委員会〕（ 】303

同和教育の専門的・実践的な研究を行い、深い認識とその実践力を備えた指導者の養成を
実施します。
① 部落解放人権大学講座・三重県人権大学講座への派遣
② 地区別リーダーネットワークを組織
③ 部落問題学習推進ブロックリーダー研修会の実施

（ ）５ ( )千円学力進路保障推進事業 2,718 2,718
【 ）学力進路保障総合推進事業 〔教育委員会〕（ 】304

同和地区児童生徒の学習意欲の高揚を図り、進路選択肢の幅を広げる事業を実施するとと
もに、進路保障の取組みを学校において実施します。

① 親子大学体感事業
② 進路保障研究指定校事業

（ （ ） ）６ 千円地方改善事業 618,198 618,198
【 ）同和対策生活環境改善事業 〔生活部〕（ 】401

市町村が実施する同和地区の環境改善施設（地区道路、下水排水路等）の新設・改良等
に要する経費に対して助成を行います。

（ ）７ ( )千円住宅環境整備事業 363,984 254,806
【 ）同和対策生活環境改善事業 〔県土整備部〕（ 】401

同和地区の環境改善と福祉の増進を図るため、市町村が実施する住環境整備事業に対し県
費補助を行います。

（ （ ） ）８ 千円同和対策等能力開発支援事業 24,945 14,528
【 ）同和対策職業能力開発推進事業 〔生活部〕（ 】502

同和地区住民に対する差別を解消し、安定した就労を図るため、企業のニーズにあった職
業能力を身につけたり、就業に有利な資格を取得するための、職業訓練の受講を支援しま
す。

（ ）９ ( )千円小規模零細地域農林業対策事業 163,685 163,685
【 ）同和対策産業振興事業 〔農林水産商工部〕（ 】601

市町村等が実施する農林業生産基盤及び近代化施設の整備に対して助成します。

<主な見直し項目>

① 子どもと創る豊かな同和教育実践研究事業 の研究委託校のうち ７校については 子「 」 、 、「
どもと創る豊かな人権教育実践研究事業」を活用して実施します。

② 「同和教育研修事業」の各種研修会については、開催回数、対象者等の見直しを行い、
事業の効率化を図ります。


